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善
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「

55

歳
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０

０
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に
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と
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年

休
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完
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が

で

き

る

要

員
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確
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を
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め

、
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海

支
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積
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働
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掛
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行
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２０１４年１０月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３７２（１）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

ある日、

突然会社か

ら「解雇し

ます」と通告される風景が日常茶飯事になる

かも知れない…。安倍内閣が目論む労働法制

の全面改悪を許せば、笑い話ではすまされま

せん。いや、現実にはすでに起こっています。

日本ＩＢＭでは「ロックアウト解雇」が吹き

荒れ、この2年間だけでもＪＭＩＵの組合員30

人が職場から放り出されています。

この闘いを支援し組合員を職場に戻すため、

さらにはロックアウト解雇と「安倍雇用改悪」

に反対するため、「許すな！解雇自由化、日

本ＩＢＭのロックアウト解雇に反対する10・1

6大集会」が10月16日、東京・池袋のみらい

座いけぶくろで開催されました。集会でＪＭ

ＩＵの生熊委員長は、「日本ＩＢＭは利益最

大化のため、育児中の女性社員を『能力不足』

として解雇した。これを許せば、まさに『解

雇自由化』社会になってしまう」と強調しま

した。舞台には、日本ＩＢＭの組合員が勢ぞ

ろいして原告を代表しての訴え等があり、ま

た、各争議団が集結し、代表してＪＡＬ争議

団の内田団長が訴えました。
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IIIIBBBBMMMMロロロロッッッッククククアアアアウウウウトトトト解解解解雇雇雇雇支支支支援援援援のののの大大大大集集集集会会会会

「「「「ロロロロッッッッククククアアアアウウウウトトトト解解解解雇雇雇雇」」」」

支支支支援援援援のののの11110000・・・・11116666大大大大集集集集会会会会



「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

運

輸

協

議

会

は

10

月

16

日

、

東

京

・

南

部

労

政

会

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

冒

頭

、

芝

田

議

長

は

、

「

今

年

は

新

幹

線

開

業

50

周

年

。

会

社

と

し

て

は

リ

ニ

ア

に

力

点

を

置

き

経

費

節

約

を

推

進

し

て

い

る

が

、

我

々

に

必

要

な

も

の

に

つ

い

て

は

削

減

を

さ

せ

な

い

様

に

対

応

を

強

め

た

い

。

金

沢

新

幹

線

な

ど

並

行

在

来

線

問

題

が

あ

り

、

私

た

ち

の

身

近

で

は

1

人

勤

務

、

武

豊

線

問

題

な

ど

が

あ

る

。

ま

た

こ

の

１

年

、

沿

線

火

災

や

台

風

対

策

な

ど

様

々

な

問

題

が

あ

っ

た

。

台

風

19

号

対

応

で

は

早

く

か

ら

電

車

を

止

め

る

対

応

を

初

め

て

行

っ

た

。

こ

の

事

に

つ

い

て

も

調

査

を

行

い

問

題

が

あ

れ

ば

対

応

し

た

い

。

組

織

強

化

拡

大

も

推

進

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

本

日

は

様

々

な

意

見

を

出

し

合

っ

て

方

針

を

補

強

し

た

い

」

と

討

論

を

よ

び

か

け

ま

し

た

。

委

員

会

で

は

12

名

が

発

言

。

「

台

風

対

応

の

前

泊

に

つ

い

て

各

職

場

で

の

言

い

方

、

対

応

が

バ

ラ

バ

ラ

だ

っ

た

。

問

題

が

あ

れ

ば

改

善

要

求

を

出

し

た

い

」

、

「

脱

退

者

が

出

た

。

組

織

の

強

化

拡

大

に

努

め

た

い

」

、

「

58

歳

等

で

出

向

さ

せ

る

の

は

い

か

が

な

も

の

か

」

、

「

自

主

参

集

実

施

要

領

の

運

用

と

言

う

の

が

出

て

い

る

が

説

明

が

不

十

分

」

、

「

休

日

予

定

が

11

日

に

発

表

に

な

っ

て

い

る

。

年

度

末

に

特

休

が

消

化

で

き

な

い

。

要

員

不

足

の

弊

害

だ

」

、

「

年

休

で

試

験

を

受

け

に

行

っ

て

く

れ

と

言

っ

て

き

た

助

役

が

い

た

」

等

、

活

発

に

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

最

後

に

芝

田

議

長

が

「

十

分

な

調

査

を

行

い

、

問

題

点

を

明

ら

か

に

し

て

解

明

改

善

要

求

を

全

体

で

作

ろ

う

」

と

集

約

し

、

運

動

方

針

を

採

択

し

ま

し

た

。

車

両

協

議

会

委

員

会

は

10

月

18

日

、

名

古

屋

市

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

昨

年

の

定

期

委

員

会

で

の

規

約

改

正

に

よ

り

委

員

定

数

が

13

名

と

な

る

中

、

12

名

の

委

員

が

参

加

し

議

長

に

新

幹

線

地

方

本

部

の

鎌

田

委

員

を

選

出

し

ま

し

た

。

冒

頭

の

挨

拶

で

藤

井

議

長

か

ら

は

、

「

車

両

協

議

会

は

、

諸

計

画

、

労

働

協

約

改

訂

で

具

申

１

、

２

号

を

提

出

し

た

。

し

か

し

、

内

容

的

に

は

出

向

者

・

専

任

社

員

の

要

求

が

増

え

て

い

る

一

方

、

若

手

・

青

年

の

要

求

が

少

な

い

。

青

年

労

働

者

の

要

求

を

吸

い

上

げ

る

取

り

組

み

が

必

要

。

東

京

交

検

車

両

所

で

感

電

事

故

が

起

き

た

。

若

手

に

仕

事

を

教

え

る

こ

と

が

重

要

で

若

手

社

員

の

要

望

、

要

求

を

諸

計

画

、

労

働

協

約

改

訂

要

求

に

反

映

で

き

る

よ

う

に

取

り

組

み

を

強

め

た

い

。

ま

た

、

組

織

拡

大

で

も

奮

闘

が

重

要

だ

」

と

の

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。

東

海

本

部

の

北

山

執

行

委

員

か

ら

は

、

主

に

労

働

協

約

改

訂

交

渉

の

中

身

や

今

後

の

課

題

に

つ

い

て

の

問

題

提

起

も

含

め

挨

拶

が

あ

り

ま

し

た

。

各

委

員

か

ら

は

、

「

仕

事

を

知

っ

て

い

る

人

が

主

任

に

登

用

さ

れ

な

い

現

在

の

昇

進

制

度

は

問

題

。

国

交

省

が

リ

ニ

ア

問

題

で

認

可

し

た

。

今

後

、

工

事

が

本

格

化

す

る

が

労

働

者

の

生

活

が

脅

か

さ

れ

な

い

よ

う

に

監

視

が

必

要

」

、

「

新

建

家

の

レ

イ

ア

ウ

ト

が

８

職

場

か

ら

４

職

場

と

な

っ

て

お

り

、

ア

ウ

ト

ソ

ー

シ

ン

グ

が

想

定

さ

れ

る

」

、

「

10

月

に

感

電

事

故

が

発

生

し

た

。

管

理

者

と

作

業

者

間

の

連

絡

が

徹

底

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

こ

と

も

背

景

に

あ

る

の

で

は

な

い

か

。

ま

た

、

今

回

の

事

故

は

点

呼

で

も

何

も

指

摘

さ

れ

な

い

の

は

問

題

」

、

「

保

守

情

報

確

認

に

つ

い

て

ア

ン

ケ

ー

ト

を

行

い

、

実

態

を

把

握

し

て

要

求

し

、

『

保

守

情

報

確

認

は

6

項

目

に

絞

る

』

の

改

善

が

あ

っ

た

」

、

「

出

向

問

題

で

は

、

事

前

通

告

を

出

す

だ

け

で

配

属

先

が

わ

か

ら

な

い

。

も

っ

と

前

広

に

知

ら

せ

る

べ

き

だ

」

、

「

チ

ェ

ッ

ク

シ

ー

ト

と

標

準

化

作

業

は

在

来

線

で

は

ど

う

な

っ

て

い

る

か

比

較

化

が

必

要

。

自

分

た

ち

の

経

験

と

知

識

を

ど

う

伝

え

て

い

く

の

か

、

若

手

社

員

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

重

要

に

な

っ

て

い

る

」

、

「

春

闘

の

統

一

行

動

で

は

延

べ

56

人

が

行

動

に

参

加

。

現

場

管

理

者

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

も

行

わ

れ

、

上

申

す

る

と

の

前

向

き

な

回

答

も

あ

っ

た

」

等

、

出

向

や

厳

し

い

職

場

実

態

、

切

実

な

要

求

な

ど

多

彩

な

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

質

疑

応

答

及

び

事

務

長

集

約

を

行

い

、

車

両

協

議

会

の

向

こ

う

１

年

間

の

闘

う

方

針

の

確

立

と

同

時

に

新

常

任

部

体

制

も

確

立

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

今

委

員

会

で

は

金

澤

前

副

議

長

と

岩

屋

前

常

任

委

員

の

２

名

が

退

任

し

ま

し

た

。

最

後

に

藤

井

議

長

の

「

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ー

」

で

定

期

委

員

会

は

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。

（

報報報報

告告告告

西西西西

里里里里

重重重重

則則則則

・・・・

事事事事

務務務務

長長長長

）
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11113333
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定定定定

しししし

まままま
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運

輸

・

車

両

協

議

会

が

委

員

会

開

催

車車車車

両両両両

協協協協

第第第第

11114444

回回回回
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